
掲
げ
る
事
項
に
照
ら
し
て
介
護
保
険
法
第
七
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指

定
を
し
て
は
な
ら
な
い
場
合
又
は
同
法
第
七
十
条
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
四
十
一
条

第
一
項
本
文
の
指
定
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
該
当
し
な
い
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、
記
載
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
、
第
十
七
条
本
文
中
「
法
第
十
七
条
の
十
四
第
十
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
七
条
の
二
十

五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
十
七
条
の
十
四
第
十
一
項
」
と
、「
都
道
府
県
知
事
の
同
意
を

得
よ
う
」
と
あ
る
の
は
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
形
成
事
業
計
画
に
同
条
第
四
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

よ
う
」
と
、「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
形
成
事
業
計
画
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
付
し
て
す
る
」
と
あ

る
の
は
「
当
該
事
項
が
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
照
ら
し
て
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
同
法
第
五
十
三
条
第
一
項
本
文
の
指
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
場
合
に
該
当
し
な
い
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、

記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
。

掲
げ
る
事
項
に
照
ら
し
て
介
護
保
険
法
第
七
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指

定
を
し
て
は
な
ら
な
い
場
合
又
は
同
法
第
七
十
条
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
四
十
一
条

第
一
項
本
文
の
指
定
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
該
当
し
な
い
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、
記
載
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
、
第
十
七
条
本
文
中
「
法
第
十
七
条
の
十
四
第
九
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
七
条
の
二
十
五

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
十
七
条
の
十
四
第
九
項
」
と
、「
都
道
府
県
知
事
の
同
意
を
得
よ

う
」
と
あ
る
の
は「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
形
成
事
業
計
画
に
同
条
第
四
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
よ
う
」

と
、「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
形
成
事
業
計
画
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
付
し
て
す
る
」
と
あ
る
の
は

「
当
該
事
項
が
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
照
ら
し
て
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法

第
五
十
三
条
第
一
項
本
文
の
指
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
場
合
に
該
当
し
な
い
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、
記
載
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
。

２

認
定
市
町
村
が
保
健
所
設
置
市
等
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
二
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
の

見
出
し
中
「
同
意
」
と
あ
る
の
は
「
記
載
」
と
、
同
条
本
文
中
「
法
第
十
七
条
の
十
四
第
十
六
項
」
と
あ
る
の

は
「
法
第
十
七
条
の
二
十
五
第
二
項
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
十
七
条
の
十
四
第
十
六
項
」
と
、「
都
道
府

県
知
事
の
同
意
を
得
よ
う
」
と
あ
る
の
は
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
形
成
事
業
計
画
に
同
条
第
四
項
第
八
号
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
よ
う
」
と
、「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
形
成
事
業
計
画
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
付

し
て
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
事
項
が
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
照
ら
し
て
旅
館
業
法
第
三
条
第
二
項
又
は
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
許
可
を
与
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
該
当
し
な
い
と
認
め
る
場
合
に

限
り
、
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
。

２

認
定
市
町
村
が
保
健
所
設
置
市
等
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
二
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
の

見
出
し
中
「
同
意
」
と
あ
る
の
は
「
記
載
」
と
、
同
条
本
文
中
「
法
第
十
七
条
の
十
四
第
十
二
項
」
と
あ
る
の

は
「
法
第
十
七
条
の
二
十
五
第
二
項
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
十
七
条
の
十
四
第
十
二
項
」
と
、「
都
道
府

県
知
事
の
同
意
を
得
よ
う
」
と
あ
る
の
は
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
形
成
事
業
計
画
に
同
条
第
四
項
第
八
号
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
よ
う
」
と
、「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
形
成
事
業
計
画
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
付

し
て
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
事
項
が
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
照
ら
し
て
旅
館
業
法
第
三
条
第
二
項
又
は
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
許
可
を
与
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
該
当
し
な
い
と
認
め
る
場
合
に

限
り
、
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
。

（
医
療
法
人
会
計
基
準
の
一
部
改
正
）

第
三
十
八
条

医
療
法
人
会
計
基
準
（
平
成
二
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
事
業
損
益
）

（
事
業
損
益
）

第
十
九
条

事
業
損
益
は
、
本
来
業
務
事
業
損
益
、
附
帯
業
務
事
業
損
益
及
び
収
益
業
務
事
業
損
益
に
区
分
し
、

本
来
業
務
（
医
療
法
人
が
開
設
す
る
病
院
、
医
師
若
し
く
は
歯
科
医
師
が
常
時
勤
務
す
る
診
療
所
、
介
護
老
人

保
健
施
設
又
は
介
護
医
療
院
に
係
る
業
務
を
い
う
。）、
附
帯
業
務
（
医
療
法
人
が
行
う
法
第
四
十
二
条
各
号
に

掲
げ
る
業
務
を
い
う
。）又
は
収
益
業
務
（
法
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
収
益
業
務
を
い
う
。
以
下

同
じ
。）の
事
業
活
動
（
次
条
に
お
い
て
「
事
業
活
動
」
と
い
う
。）か
ら
生
ず
る
収
益
及
び
費
用
を
記
載
し
て
得

た
各
事
業
損
益
の
額
及
び
各
事
業
損
益
の
合
計
額
を
計
上
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
九
条

事
業
損
益
は
、
本
来
業
務
事
業
損
益
、
附
帯
業
務
事
業
損
益
及
び
収
益
業
務
事
業
損
益
に
区
分
し
、

本
来
業
務
（
医
療
法
人
が
開
設
す
る
病
院
、
医
師
若
し
く
は
歯
科
医
師
が
常
時
勤
務
す
る
診
療
所
又
は
介
護
老

人
保
健
施
設
に
係
る
業
務
を
い
う
。）、
附
帯
業
務
（
医
療
法
人
が
行
う
法
第
四
十
二
条
各
号
に
掲
げ
る
業
務
を

い
う
。）又
は
収
益
業
務
（
法
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
収
益
業
務
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
事
業

活
動
（
次
条
に
お
い
て
「
事
業
活
動
」
と
い
う
。）か
ら
生
ず
る
収
益
及
び
費
用
を
記
載
し
て
得
た
各
事
業
損
益

の
額
及
び
各
事
業
損
益
の
合
計
額
を
計
上
す
る
も
の
と
す
る
。

（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
三
十
九
条

介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
九
年
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

附

則

附

則

（
経
過
措
置
）

（
経
過
措
置
）

第
二
条

平
成
二
十
六
年
度
ま
で
に
主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修
を
修
了
し
た
者
（
以
下
「
平
成
二
十
六
年
度
以

前
修
了
者
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
（
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十
六

年
度
ま
で
に
主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修
を
修
了
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
）
ま

で
の
間
は
、
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
百
四
十
条
の
六
十
六
第
一
号
イ

に
規
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
主
任
介

護
支
援
専
門
員
更
新
研
修
を
修
了
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

第
二
条

平
成
二
十
六
年
度
ま
で
に
主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修
を
修
了
し
た
者
（
以
下
「
平
成
二
十
六
年
度
以

前
修
了
者
」
と
い
う
。）に
係
る
最
初
の
主
任
介
護
支
援
専
門
員
更
新
研
修
（
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
介
護

保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
令
」
と
い
う
。）第
百
四
十
条
の
六
十
六
第
一
号
イ

の
規
定
に
よ
り
、
同

に

規
定
す
る
修
了
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
す
る
ご
と
に
、
当
該
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
受
け
る
主
任
介

護
支
援
専
門
員
更
新
研
修
の
う
ち
最
初
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
つ
い
て
は
、
同

の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
（
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
に
主
任
介
護
支
援
専

門
員
研
修
を
修
了
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
）
ま
で
に
修
了
し
た
場
合
に
は
、
同

に
規
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
修
了
し
た
も
の
と
み
な
す
。

平成年月日 木曜日 (号外第号)官 報 


		2018-03-20T14:51:16+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




